
令和5年度の発掘調査成果

い・せ・きワールド in 前橋 2024

前橋市総
そ う

社
じ ゃ

町周辺には６基の大きな古墳が残されています。 これらの古

墳は約 200 年間にわたって地域を治
お さ

めた首長の墓と考えられています。

　今年度は総社古墳群のうち約 1400 年前につくられた愛
あ た ご や ま

宕山古
こ

墳
ふん

の南
なん

辺
ぺん

の調査を行いました。 愛宕山古墳はこれまでの調査で１辺９４ｍの堀で囲ま

れた方
ほ う

墳
ふん

であることがわかっています。

　今回の調査では、 近代に墳
ふん

丘
きゅう

の一部が削られてしまったため、 南辺を明

らかにすることはできませんでしたが、 江戸時代に古墳の南側がお墓として

利用されていたことがわかりました。 また、 お墓を調査するために深く掘り込ん

だことで、 古墳の盛
も り

土
ど

を観察することができ、 黄色い土や黒い土を交
こ う

互
ご

に

重ねて古墳をつくっていることがわかりました。

総社古墳群は、 地域の首
し ゅ

長
ちょう

層の墓
ぼ

制
せい

の遷
うつ

り変
か

わりやヤマト王
おう

権
けん

との

関係を知ることができる重要な古墳群として史跡に指定されました。

史跡指定は日本の歴史を正しく理解する上で、 欠かせない学術的価値をもつ重要なものを史跡として指定し、 保存を図って後世に引き継ぐ制度。

私たちが暮らす地面の下には、 昔の人がどんな暮らしをしていたのかを伝えてくれる貴重な遺跡がたくさん眠っています。 土木工事でやむをえず遺跡が
壊される場合は、 記録を残し未来へ引き継ぐために発掘調査を行っています。 その調査成果の一部を紹介します。

古墳南辺の調査の様子

古墳の盛土の様子

遠
と お み や ま こ ふ ん

見山古墳（5 世紀後半）　　　　　　　　　　　　　　　

指定年月日　令和 6年 2月 21 日　　　　　　　　　　　

総社古墳群の分布図 （これより南東に王山古

墳 （前方後円墳 ・市史跡） がある。）

総社古墳群の中で最初に築
ち く

造
ぞう

された大形

古墳。 古墳群のなり立ちを知るうえで重要。

総
そ う じ ゃ ふ た ご や ま こ ふ ん

社二子山古墳（6 世紀後半）

蛇
じ ゃ け つ ざ ん こ ふ ん

穴山古墳（7 世紀後半）宝
ほ う と う ざ ん こ ふ ん

塔山古墳 （7 世紀半ば）

巨石を積み上げた大きな石室の中には、 畿

内で有力者の古墳に採用されるくり抜き式

家
いえ

形
がた

石
せっ

棺
かん

が置かれる。

高度な石材加工技術と漆喰の使用。 入口

の天井部分に格狭間状のくりこみがある。

高度な石材加工技術と漆
しっ

喰
く い

の使用。 くり抜

き式家形石棺の底面付近には格
こ う ざ ま

狭間 （蓮
はす

を図案化したもの） の形が掘りこまれている。

愛
あ た ご や ま こ ふ ん

宕山古墳（7 世紀前半）

後円部と前方部に横
よこ

穴
あな

式
しき

石
せき

室
しつ

がつくられ、

上
かみ

毛
つ け の

野地域と畿
き

内
ない

のそれぞれの特徴をもつ。

前
ぜんぽうこうえんふん

方後円墳 前方後円墳

方
ほう

　墳
ふん

　 方　墳　 方　墳　

　　祝 「総
そう

社
じゃ

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

」 国
くに

史
し

跡
せき

指定！

古
こ

墳
ふ ん

をお墓
は か

に再利用 愛
あ た ご や ま

宕山古
こ

墳
ふん

古墳



　元総社町の宮鍋神社の南側で行った発掘調査では、

古墳時代の集
しゅう

落
ら く

跡
あ と

が見つかりました。 このあたりでは古代

の役所に関連すると見られる倉庫群が見つかっています

が、 それらがつくられる前は、 一般の人々が住む集落でし

た。 今回の調査では、 その集落の中に、 火事で焼け落

ちてしまったものと見られる竪穴建物跡を１軒
けん

発見しました。

　５世紀末頃まで使われていたと考えられるこの竪穴建物

跡の床は、 焼けた屋根や壁などからできた灰
はい

や煤
すす

が一面

に広がって黒くなっていました。 火を受けたことでところどころ

赤く変色している部分もあります。 この建物跡からは土器が

たくさん出土しており、 ここに住んでいた人々が火事に驚
おどろ

い

て置いていったものかもしれません。

　今から千年以上前、 群馬県が 「上
こうずけのくに

野国」 とよばれ

ていたころ、 全国に 「国
こ く

府
ふ

」 という施設がつくられました。

国府とは、 現在の県庁のような役割をもっていた古
こ

代
だい

の役
や く

所
し ょ

です。 「上
こ う

野
ずけ

国
こ く

府
ふ

」 は、 元
も と

総
そ う

社
じ ゃ

町
まち

にあったと考えられて

いますが、 正確な位置はまだわかっていません。 上野国

府がどこにあったのかを解明するため、 発掘調査を行って

います。

　令和５年度は、 元総社町にある宮
みや

鍋
なべ

神
じ ん

社
じ ゃ

の南側

で調査を行いました。 これまでの調査で、 宮鍋神

社の周辺からは税
ぜい

として納められた穀
こ く

物
もつ

などを保管

するための倉
そ う

庫
こ

群
ぐ ん

が見つかっています。 今回の調

査では、 倉庫と考えられる礎
そ

石
せき

建
たて

物
もの

跡
あ と

や、 倉庫群

の周りを囲む区画溝、 区画溝の外から倉庫群へと

入っていく道路跡などが確認されました。

　区画溝と道路跡の交差部分では、 区画

溝が少し埋まった上に道路が通る様子が確

認できました。 このことから、 区画溝と道路

は同時につくられたのではなく、 道路のほうが

後からつくられたということがわかりました。

焼けて炭となった木材（柱や梁
は り

？）

焼け焦
こ

げた床面や出土した土器

宮鍋神社

区画溝

今年度の調査区

道路

倉庫群

区画溝

道路跡

区画溝と道路跡の交差部分
（南から撮影）

区画溝

道路跡

区画溝と道路跡の交差部分
（西から撮影）

焼け落ちた竪
たて

穴
あな

建
たて

物
もの

奈良 ・平安
倉庫群を囲

かこ

む区
く

画
か く

溝
みぞ

と道路跡

元
も と

総
そう

社
じゃ

蒼
おう

海
み

遺
い

跡
せき

群
ぐん

（150）

推
すい

定
てい

上
こ う

野
ずけ

国
こ く

府
ふ

跡
あと

古墳



№ 遺跡名 所在地 時代

1 愛宕山古墳 総社町総社 古墳

2 推定上野国府跡 元総社町 奈良 ・平安

3
元総社蒼海遺跡群
（149） （150）

元総社町
古墳 ・奈良 ・
平安 ・中世

4 西部第一落合遺跡群 （5） 元総社町
古墳 ・奈良 ・
平安

5 鶴光路油免遺跡 鶴光路町 平安

6 南部拠点地区遺跡群№ 13 鶴光路町 平安

　調査区中央で南北に走る中世の溝
みぞ

跡
あ と

が見つかりました。

この遺跡の西側で見つかっている中世寺院 「小見廃寺」

の周りを囲む東側の区画溝と考えられます。 小見廃寺は 14

世紀後半～ 16 世紀頃まで存続したと考えられている寺院跡

で、 南と北の区画溝や基
き

壇
だん

*状
じょう

遺
い

構
こ う

が確認されています。

　同じ区画溝が蒼海 (150） でも見つかっており、 今回の調

査結果とあわせると、 東西 100m、 南北 78m の広さをもつ寺

院であったと推定されます。

　溝跡からは多量の瓦が出土し、 南
なん

都
と

七
し ち

大
だい

寺
じ

( 奈
な

良
ら

) の

瓦に似たもので関東地方では類例の少ないものです。 また、

立体的な表現が際立つ鬼瓦も出土しました。

　こうしたことは、 造営者と想定される上
こうずけのくに

野国守
し ゅ

護
ご

代
だい

の長
なが

尾
お

氏
し

の政治力の強さを物語っています。

*建物の基礎として周辺より一段高く土盛りしたもの。 寺院建築にみられる。

　国府跡に築
ち く

造
ぞ う

されたといわれている中世蒼

海城本
ほん

丸
ま る

北西付近の大規模な堀
ほ り

跡
あ と

が見つ

かりました。

　その堀の東側には、 堀底をさらった土を大規

模に盛
も

った跡が確認され、 その下からは掘
ほっ

立
たて

柱
ばしら

建
たて

物
もの

跡
あ と

とみられる多くの柱
はしら

穴
あな

や柵
さ く

列
れつ

、 井
い

戸
ど

跡
あ と

などが見つかりました。 複数の建物跡

が重なり合って見つかることから、 ひんぱんに

城内の土地利用が変化していたと考えられま

す。

区画溝 （溝の中層から多量の瓦が出土）

令和５年度のおもな発掘調査地一覧 ・位置図

蒼海城堀跡 （北西から） 南方が本丸跡

掘立柱建物跡

しゃち瓦片が出土。 小見廃寺

では金
きん

箔
ぱ く

が施
ほどこ

されたしゃち瓦

片も出土しています。

出土した鬼瓦

本丸跡

小
お

見
み

廃
はい

寺
じ

の区
く

画
か く

溝
みぞ

と鬼
おに

瓦
がわら

中
ちゅう

世
せい

蒼
おうみじょ う

海城の建物群

元
も と

総
そう

社
じゃ

蒼
おう

海
み

遺
い

跡
せき

群
ぐん

（91 街区）

元
も と

総
そう

社
じゃ

蒼
おう

海
み

遺
い

跡
せき

群
ぐん

（149）
中世

中世
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　北側の調査区では古墳時代の水田と畠
はたけ

の跡が見つか

りました。 牛
う し

池
いけ

川
がわ

沿いの低
てい

湿
し っ

地
ち

で水田を営み、 これより西

側の台地部分で畠を耕作していたことがわかりました。

　南側の調査区では古墳時代から平安時代にかけての

竪穴建物跡が２１軒見つかりました。 建物内からは生活

道具である土器のほか、 高級食器の灰
かい

釉
ゆ う

陶
と う

器
き

や緑
りょく

釉
ゆ う

陶
と う

器
き

などが出土しています。 また当時の役人が使用した帯
おび

を

飾った銅
ど う

製
せい

の丸
ま る

鞆
と も

の破片も発見されました。

　牛池川と染
そめ

谷
や

川
がわ

に挟
は さ

まれた落合地区ではこれまでの調

査で奈良・平安時代の竪穴建物跡が多く見つかっており、

上野国府周辺に広がる集落跡と考えられます。

　古代の前橋南部地域一帯では、 条
じょう

里
り

地
ち

割
わ り

に基づく大

規模な水田経営が行われていました。 これらの水田は平

安時代末期の天
てん

仁
にん

元
がん

(1108) 年の浅
あ さ

間
ま

山
やま

の大噴火による

軽
かる

石
いし

（浅間 B 軽石） で覆われており、 今回の調査でも、

この軽石の下から水田が見つかりました。

●鶴光路油免遺跡

　条里水田は、 １辺約 109 ｍの正方形 （1
ひと

坪
つぼ

） を基本単

位としてつくられており、 １坪
つぼ

の境を示す南北方向の大
だい

畦
けい

畔
はん

*1 条
じょう

を確認することができました。

●南部拠点地区遺跡群№ 13

　調査区東側で南北にのびる溝が見つかりました。 周辺

の調査では中央に水路を持つ大畦畔が確認されており、

その延長上に位置することから、 大畦畔の中央の溝部分

だけが残ったものと考えられます。

*畦畔 ･ ・ 水田と水田の境に土を盛って、 水が外に漏れないようにしたもの

古墳時代の小区画水田跡 （白線は水田のアゼ）

鶴光路油免遺跡 （矢印が大畦畔の跡）

南部拠点地区遺跡群№ 13 （矢印が大畦畔の跡）

南側調査区全景

緑釉陶器 丸鞆

古墳～平安時代の上野国府周辺の様子

火山灰で埋まった平安時代末期の水田跡

平安

平安

西
せい

部
ぶ

第
だい

一
いち

落
おち

合
あい

遺
い

跡
せき

群
ぐん

（５）

鶴
つる

光
こ う

路
じ

油
あぶら

免
めん

遺
い

跡
せき

・南
なん

部
ぶ

拠
きょ

点
てん

地
ち

区
く

遺
い

跡
せき

群
ぐん

№ 13

古墳


